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１．ごみの減量・資源化の背景

１）昭和60年代以降、ごみの排出量が爆発的に増加

大規模な不法投棄事件

ごみ質の多様化と処理困難物の増大

埋立地の不足

ごみ処理経費の増大

地球環境問題（天然資源の枯渇、ＣＯ２による地球温暖化）

様々なごみ問題が勃発
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２)「資源循環型社会」への転換
限りある天然資源の消費が抑制され、環境への負荷が低減

⇒資源の有効活用による環境にやさしいライフスタイルへ転換

「循環型社会形成推進基本法」制定（平成１２年）
→これを機にリサイクル関係法令が整備

ごみの減量と資源化の促進（３Ｒ推進活動）

・リデュース（発生抑制）
・リユース （再使用）
・リサイクル（再生利用）

⇒各自治体で様々な施策を展開
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２．ごみ排出量の状況（印西市）
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３．1人1日あたりのごみ排出量（印西市）
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４．埋立地（最終処分場）の現状

年度

埋立重量（t）
埋立量
（㎥）

累計
埋立量
（㎥）

埋立率
（％）

焼却灰
破砕
残渣

覆土 計

R4 5,708 447 2,608 8,762 9,592 111,499 25.3

R5 5,611 408 2,016 8,035 5,128 116,628 27.7

R6 5,633 271 1,776 7,680 4,917 121,544 30.2
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※１ 埋立可能容量：４０２，２００㎥
※２ 埋立率 ：累計埋立量÷埋立可能容量
※３ 埋立開始 ：平成１１年６月～

資料：印西地区環境整備事業組合



５．ごみ処理経費の現状

項 目 数 値

Ａ 事業費 １，２６１，４０８千円

Ｂ 人口 １１１，７９５ 人

Ｃ 印西クリーンセンター搬入量（可燃+不燃+粗大） ２６，９５９ ｔ

Ｄ １人あたりの年間処理経費（Ａ／Ｂ） １１，２８３ 円

Ｅ １㎏あたりの年間処理経費（Ａ／Ｃ） ４６．８ 円

【印西クリーンセンター運転管理費・収集運搬費】
（印西市換算値）

（令和６年度）

※「事業費」は、印西クリーンセンター維持管理費と収集運搬経費（資源物含む）の合計による。
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家庭ごみの排出量が減れば、ごみ処理経費は削減されます。



６.「燃やすごみ」の組成分析
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（令和６年度）

■厨芥類（生ごみ）が４割。
このうち２６％（全体の１１％）は
食品ロス！

■再生資源である、
紙パック等が １１％混入
プラスチック製容器包装が
７％混入

★合わせて資源物が１８％混入

★食品ロスを無くし、
正しく分別できれば、
燃やすごみは、３割削減できる！
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燃やすごみの分析結果



７．生ごみ処理容器等購入費補助金制度

補助金を受けるための条件

•印西市内に住所があり、居住している世帯主名での申請となること。

•世帯主及び世帯員に市税等の滞納がないこと。

•新品の生ごみ処理容器または処理機を購入してから1年以内であること。

•以前に補助金を受けたことがある場合は５年を経過していること。

補助金の申請手続き

•次に記載のものを持参して、印西市役所クリーン推進課または各支所で、所定の用紙に記入の上、申請。

•１．領収書（コピーを取らせて頂き原本をお返しします。）
※社印、領収印などが押印してあり、本体価格が記載されているもの
※クレジットカードで購入し、領収書がない場合は、クレジットカード会社発行の明細書
※代金引換で購入された場合は本体の領収価格（代金引換手数料等を除いた金額）がわかる明細書等

•２．処理機については、保証書または仕様書の写し (品名品番が記入されたもの)

•３．印鑑（認め印）

•４．市内に居住していることが確認できるもの（保険証等）

•５．口座振込みになるため、振り込み口座のわかるもの

補助金の金額

•いずれも購入額の２分の１の額で、100円未満は切り捨て

•【生ごみ処理容器】（コンポスト・ＥＭ容器など）
[限度額] １基につき３千円 [対象数] １世帯当たり２容器まで

※５０リットル以下の容器（ＥＭ容器等）は４容器まで

•【生ごみ処理機、剪定枝粉砕機】
[限度額] １基につき４万円 [対象数] １世帯当たり１基まで
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８．印西市有価物集団回収奨励金事業

奨励金を受けるためには

• 有価物集団回収団体登録届出書により登録手続き

奨励金の対象品目

• １．紙類 ２．繊維類 ３．ビン類 ４．金属類 ５．ペットボトル

奨励金の金額

• 回収量１キログラムにつき６円

奨励金の申請

• 第１期収集分（４月～８月）→９月／第２期収集分（９月～12月）→１月／第３期収集分（１月～３月）→４月

留意事項

• 年度途中での登録をした場合は、登録以降の活動実績が交付対象

• 申請書は市から登録団体の代表者へ申請月の前月に案内と合わせて郵送

町内会、子供会等の住民団体が、家庭から出る資源物（有価物）の回収を行う活動
有価物集団回収を行っている団体に対して、回収重量に応じて奨励金を交付
実施団体は、奨励金を活動資金として活用
行政回収量が減り、印西クリーンセンターごみ処理経費が削減
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９．印西市廃棄物減量機器貸出事業

「剪定枝粉砕機（電気式）」を無料で貸出し

• 印西市内に住所を有する個人及び自治会などの市民団体であること

• 減量化したごみは、できるだけ堆肥化すること

• 粉砕したチップは、ごみ集積所へ排出しないこと。

• 使用中に事故が発生した場合は、借受人において一切の責任を負うこと

• 紛失または借受人の取扱不注意により故障、破損した場合は、弁償すること

• 減量機器の又貸しをしないこと。また、営利目的に使用しないこと

使用
条件

• 申請書を記入、押印の上、クリーン推進課へ提出（事前の電話予約をお勧めします）

• クリーン推進課で減量機器の借受け

• 使用後、クリーン推進課へ実績報告書の提出と合わせて返却
手順

• 申請、貸出し、返却手続き等は、平日の午前８時３０分～午後５時１５分

• 借用期間は、剪定枝粉砕機が１５日以内

• 処理可能範囲は、枝太さ３０ミリ程度

• 機器は、長590 幅415 高91 ミリ 重量２５ｋｇ

• 利用された方によると、竹は柔らかいので上手く粉砕ができない。また、チップ時に勢い
よく跳ねるので、特に注意が必要。このことから、竹の利用はお勧めしていません。

注意
点
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10．ごみ分別アプリ 配信中！！

•ごみの収集日をカレンダーで確認できます。収集日カレンダー

•ごみの出し忘れがないよう収集日をアラートでお知らせします。アラート機能

•ごみの品目ごとに出し方を確認できます。品目別収集区分一覧（５０音別）

•ごみの出し方をクイズ形式で学べます。ごみ出しクイズ
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スマートフォンで便利に分かりやすく！

主な機能
Android向け iOS向け

Androidの人はGooglePlayで、iOSの人はAppStore
で「さんあーる」と検索
（右記ＱＲコードからもダウンロード可）
※初期設定でお住まいの地域の設定が必要です。



11．印西市廃棄物減量等推進員制度

 地域の快適な生活環境づくり
 「ごみの減量・資源化」のより一層推進
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二構成による推進員

① クリーンパートナー

•町内会等地域を中心に、ごみの減量・資源化の啓発、清潔保持につながる地域
での協力活動

② クリーンアドバイザー

•市の出前講座やイベントへの協力活動

市民と行政が連携・協力するための協働体制を構築

「廃棄物減量等推進員制度」（平成２６年度～）



クリーンパートナーの概要

任期・選出方法

• １年（再任可） 各町内会長等からの推薦（毎年１２月に市から依頼）

主な活動内容

•廃棄物の減量及び資源化の意識啓発に関する活動

• 町内会等での集会における呼びかけや回覧版への啓発文書の記載、チラシ回覧など

• 市のごみ減量化等のための補助金事業、貸出事業等についてのＰＲなど

•ごみ集積所における分別及び排出マナーの周知

• 定期的な見回りによる収集日、排出時間、指定袋、分別方法が守られているかなどの状況把握

• 排出マナーなどについて改善策の検討・対応など

•不法投棄の未然防止及び通報

• 地区内を定期的に見回り、発見した場合の市への通報など

• 市が実施する不法投棄の防止施策などへの協力

謝礼・活動報告

• 市の予算の範囲内で謝礼金をお支払い

• ３か月に１度、活動報告書を提出
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12．家庭でできるごみ減量の取組み ～３R推進活動～
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• レジ袋を断って、マイバッグでのお買い物を心がけましょう。

• 生ごみの水切りや堆肥化（生ごみ処理機などの活用）をやってみましょう。

• 食品ロス（食べられるのに捨ててしまうもの）を減らしましょう。

• 使い捨て商品の利用を減らしましょう。

Reduce

リデュース

（発生抑制）

• ほしい人がいれば譲りましょう。

• 別のものに作り変えてみましょう。（リフォーム）

• フリーマーケットやリサイクルショップを活用しましょう。

• リターナブルビン（酒・ビール・牛乳等のビン）は、販売店に返却しましょう。

Reuse

リユース

（再使用）

•資源物の分別を心がけましょう。

•地域の集団回収やスーパーなどの店頭回収に協力しましょう。

•リサイクルされた商品を積極的に使いましょう。

Recycle

リサイクル

（再生利用）
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循環型社会の構築へ！

ごみの減量や資源化の向上は、市民一人ひとりの
ちょっとした工夫や心掛けで大きく変わります。

ぜひ、日頃から環境にやさしい生活を心がけ、

持続可能な「循環型社会」を築いていきましょう。
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